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研究概要 

 生活保護受給者における生活習慣病の特徴を分析する際に、国全体における生活習慣病の実態について把

握しておくことは重要である。本研究では政府統計を用いて、高血圧症、糖尿病、脂質異常症の実態を調べ

た。平成26年度患者調査によると、全国で高血圧症の総患者数は約1,000万人、糖尿病は約300万人、脂

質異常症は約200万人と推計されていた。また平成28年国民健康・栄養調査によると、20歳以上の国民の

うち高血圧症有病者が約半数、糖尿病が強く疑われる者が1割強、脂質異常症が疑われる人が約2割いると

推測されていた。これらはいずれも質問紙調査の結果であるが、今後はレセプト情報・特定健診等情報デー

タベース（NDB）など実際の医療現場で収集されたリアルワールドデータを用いた分析を加えることによっ

て、国民の生活習慣病に関する把握の精度を高められる可能性が示唆される。このことは生活保護受給者に

おける生活習慣病の罹患に関する特徴を明らかにする上で有用な基礎資料となると考えられる。 

 

A 背景・目的 

職業や収入、周囲の人とのつながり等の社会経済

的要因が健康に影響を与えることが、これまでの研究

で明らかになってきている。そこで経済的自立が現状

困難である生活保護受給者を対象に、生活習慣病の改

善に向けた取り組みを行うことは重要である。そのた

めには生活保護受給者の疾病構造を明らかにするこ

とが肝要であり、その基礎資料として国民全体の実態

を把握することが有益であると考えられる。そこで本

研究では政府統計を用いて、わが国における生活習慣

病の罹患状況を調査することを目的とする。 

B 研究方法 

厚生労働省が実施している患者調査、および国民

健康・栄養調査、人口動態調査を用いて、高血圧、糖

尿病、脂質異常症という 3つの生活習慣病について、

全国民における罹患状況を調べた。 

患者調査は、病院及び診療所を利用する患者につ

いて、その傷病の状況等の実態を明らかにし、医療行

政の基礎資料を得ることを目的として、3年に1回の

頻度で実施されている。本研究では、報告時点で最新

の平成 26年患者調査より、高血圧、糖尿病、脂質異

常症（高脂血症）の推計患者数および総患者数を把握
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するため、以下の表からデータを抽出した。 

 閲覧第９４表 総患者数，性・年齢階級 × 傷

病大分類別 

 閲覧第１４９－１表 総患者数（患者住所地），

性・年齢階級 × 傷病小分類 × 都道府県別（全

国） 

なお、ここで述べる総患者数とは「調査日現在におい

て、継続的に医療を受けている者（調査日には医療施

設で受療していない者を含む。）の数を以下の式によ

り推計したもの」と定義されていた。 

総患者数＝入院患者数＋初診外来患者数＋（再来患者

数×平均診療感覚×調整係数（6/7）） 

また併せて同年度の人口動態調査における人口動態

統計（確定数）を用いて、人口 10万人あたりの総患

者数を算出した。 

国民健康・栄養調査は、健康増進法にもとづき、

国民の身体の状況、栄養素等摂取量及び生活習慣の状

況を明らかにし、国民の健康の増進の総合的な推進を

図るための基礎資料を得ることを目的として毎年実

施されている。本研究では、報告時点で最新の平成

28年患者調査より、20以上の高血圧症有病者、糖尿

病が強く疑われる者、脂質異常症が疑われる人を把

握するため、以下の表からデータを抽出した。 

 第31表 「糖尿病が強く疑われる者」及び「糖

尿病の可能性を否定できない者」の状況 - 糖尿

病が疑われる人の状況、年齢階級別、人数、割

合 - 全国補正値、総数・男性・女性、20歳以上 

 第 33 表  高血圧症有病者の状況 - 高血圧症有

病者の状況、年齢階級別、人数、割合 - 全国補

正値、総数・男性・女性、20歳以上 

 第34表  「脂質異常症が疑われる人」の状況 - 

脂質異常症が疑われる人の状況、年齢階級別、

人数、割合 - 全国補正値、総数・男性・女性、

20歳以上 

なお、高血圧症有病者の判定は「収縮期血圧140mmHg

以上、または拡張期血圧 90mmHg以上、もしくは血圧

を下げる薬を服用している者」、糖尿病が強く疑われ

る人の判定は「ヘモグロビンA1cの測定値があり、身

体状況調査票に回答した者のうち、ヘモグロビンA1c

（NGSP）の値が 6.5％以上、または、「現在、糖尿病

治療の有無」に「１ 有」と回答した者」、脂質異常症

が疑われる人の判定は「ＨＤＬコレステロールが 40

ｍｇ／ｄｌ未満、もしくはコレステロールを下げる薬

または中性脂肪（トリグリセライド）を下げる薬を服

用している者」と定義されていた。 

本研究におけるデータの抽出および分析には R 

version 3.5.0 (2018-04-23)を用いた。 

C 研究結果 

わが国における平成26年度の高血圧、糖尿病、高

脂血症の総患者数は、各 1々0,108,000人、3,166,000

人、2,062,000 人で、人口 10 万あたりに換算すると

各 8々,059 人、2,524 人、1,643 人であった。また年

齢階級別にみた人口 10万あたり総患者数は、高血圧

で85歳以上が26,875人、糖尿病で75-84歳が7,334

人、高脂血症で65-74歳が4,341人ともっとも多かっ

た（図1）。 

20歳以上の高血圧症有病者の割合は48.3%（5,969

人/12,110人）、糖尿病が強く疑われる者（20歳以上）

の割合は12.1%（1,434人/11,191人）、脂質異常症が

疑われる人（20 歳以上）の割合は 21.8%（11.372 人

/2,590人）であった。これらを年齢階級別にみると、

すべて 70歳以上でもっとも多く、各 7々2.3%（2,831

人/3,937人）、19.7%（3,568人/717人）32.9% (1,236

人/3635人)でもであった。 

D 考察 

本研究では政府統計である患者調査、国民健康・

栄養調査、人口動態調査を用いて、全国民における高

血圧、糖尿病、脂質異常症という3つの生活習慣病の

罹患状況を調べた。平成 26年度患者調査では、医療

機関を受療している総患者数は、高血圧症（約1,000

万人）、糖尿病（約300万人）、脂質異常症（約200
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万人）の順に多いと推計されていた。また平成 28

年国民健康・栄養調査の結果では、20 歳以上の国

民のうち高血圧症有病者が約半数、糖尿病が強く

疑われる者が 1 割強、脂質異常症が疑われる人が

約2割いると推測されていた。 

社会経済的要因と健康の関連が示唆されている

ことから、経済的に自立が現状困難である生活保

護受給者は他の国民に比べて生活習慣病の罹患率

も高いことが推測される。高橋らは医療扶助実態

調査のレセプト分析の結果、生活保護受給者のう

ち医療機関で受療した患者の割合は、高血圧で18%、

糖尿病で 8%、脂質異常症で 11%であったと報告し

ている[1]。今回調べた患者調査の結果と比較する

と、全国民の中で生活保護受給者は高血圧、糖尿

病、脂質異常症に対する治療を受けている割合が

高いことが示唆される。ただし生活保護受給者が

他の国民に比べて、これらの疾患の有病割合が高

いのか、罹患している者の中で治療を受けている

者の割合が高いのかについては不明であり、さら

なる調査が必要である。 

また本研究では質問紙調査の結果をもとにした

が、今後はレセプト情報・特定健診等情報データ

ベース（NDB）など実際の医療現場で収集されたリ

アルワールドデータを用いた分析を加えることに

よって、国民の生活習慣病に関する把握の精度を

高められる可能性が示唆される。このことは生活

保護受給者における生活習慣病の罹患に関する特

徴を明らかにする上で有用な基礎資料となると考

えられる。 

E 結論 

本研究では政府統計を用いて、わが国の生活習

慣病の罹患状況を調べた。全国民の中で生活保護

受給者の生活習慣病に対する受療割合は高いこと

が示唆された。ただし受療対象となる患者数が多

いのか、その中で受療している割合が高いのかに

ついてはさらなる調査研究が必要である。また患

者数の推計には、NDBなどの臨床から収集されたリ

アルワールドデータの活用を今後は検討すべきで

ある。 

F 研究発表 

特になし 

G 知的所有権財産の出願・登録状況 

特になし 
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